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マリオ・ブレトーネの業績
わが国において，本格的に紹介されたことはないようであるが，マリオ・
ブレトーネ MarioBretone (以下，ブレトーネと略記する)は，イタリアの
ローマ法史学者として，本国のみならず欧米の学界において広く認められた
(1) 
存在である。 1932年ナポリ生まれて¥イタリアのパーリ大学 (Universitadi 
(2 ) 
Bari) にてローマ法担当の正教授を務めており，いわゆるナポリ学派の一員
( 1 ) ブレトーネの研究業績の内容に直接関わることではないが，イタリア大統領府
のホーム・ページ (URL:http://www.quirinale.it/)によれば，精神科学・歴史学・
文献学分野の功労による共和国大統領国家顕彰 (PrernioNazionale Presidente 
della Repubblica)受賞者として， 2000年6月3日，アカデミア・デイ・リンチェイ
においてチャンピ Ciampi大統領に会見したことが写真入りで伝えられている
(2001年3月2日検索)。
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として名前を挙げられたことがある。ブレトーネの主要著作としては，以下
のものが挙げられる。
* r共有奴隷一一古典期における共同所有権史への寄与.1Servus communis: 
contributo alla storia della comρroρrieta romana in eta classica (Napoli， 
1958) 
* r兄弟相続人団体と共有関係.1Consortium e communio (Napoli， 1960) 
* rローマにおける用益権の概念.1La nozione romana di附ufrutto2 vol. 
(N apoli， 1962-1967) 
* rローマの法学者における技術とイデオロギー.1Tecniche e ideologie dei 
giuristi romani (N apoli， 197P-19822)※ 
* rポンポーニウス『法学通論Jの諸相.1Linee dell'enchiridion di Pom;ρonio 
(Bari1-Torino2， 19651-19742) 
* r法とローマ法思想.1Dirito e 1うensierogiuridico romano (Firenze， 1976) 
* rギリシアとローマにおける法.1 (M.タラマンカと共著)刀 dirittoin 
Grecia e a Roma (con M. Talamanca) (Roma-Bari，1981'-19942) 
* rローマ法史講義教材.1(A.シカリと共編)Mater匂liρerun corso di storお
del diritto romano (a cura di M. Bretone e A. Sicari) (Bari， 1983) 
* rロー マ法史.1Storia del diritto romano (Roma-Bari， 19871-200012) (= 
Bretone， SDR)※ 
* r過去を生きる10の方法.1Dieci modi di vivere ilρωsaω(Roma -Bari， 
( 2 ) 人物紹介は1998年刊行の Bretone，FDR表紙の著者紹介に拠った。
( 3 ) ナポリ学派については，まず拙著201頁註(3 )を参照。
( 4 ) ここで、は共著を含めた編著書で単行書に限って記載している。なお，※印を
つけたもののみ，現物のいずれかの版に基づいてそのデータを確認している(最
新版とは限らない)が，それ以外については，各著書の著者紹介・文献一覧から
得られたデータに，わが国の総合書誌データベースである NACSIS-Webcat 
(URL:http/ /webcat.nacsis.acお/)や，同じくイタリアのIstitutoCentrale per il 
Catalogo Unico (= ICCU) (URL:http://opac.sbn.it/)から得たデータを付け加
えてまとめたものである。
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1991)※ 
* rヨーロッパの伝統における法と時間jDirito e tempo nella tradizione 
europea (Roma-Bari，1994L19994) (=Bretone， DTT)※ 
* rローマ法の根底一一物と自然一一j1 fondamenti del dirito romano: le 
cose e lanatura (Roma-Bari， 1998) (= Bretone， FDR)※ 
* r歴史擁護論jIn di胸 delastoria (Roma -Bari， 2000) ( = Bretone， 
IDS)※ 
これらの書名を通覧するだけでも，実証的なローマ法史学研究を出発点に
重厚な研究を積み重ねて行く様がうかがえるが，徐々に研究の対象が広がり，
近年では歴史認識の問題一般についても積極的に発言して行こうとしている
ようである。
『ローマ法史』の位置づけと構成
このように，浩輸な業績を積み重ねているブレトーネであるが，本稿では，
その中から彼のローマ法史観を最もまとまったかたちで示すものとして，
1987年初版刊行の『ローマ法史j(Bretone， SDR)を選んで、検討・紹介するこ
(5 ) 
ととしたい。同書は，新パンテークテン法学的立場から距離を置く姿勢，つま
り法教義学的思考を相対化して，それを幅広い社会的・知的文脈のなかで検
討しようとする姿勢を明確に示すものである。個別の論点としては，法知識
の存在形態と，その後世への伝達のあり方，法学と権力の関係，法学の担い
( 5 ) 本稿では，“ManualiLaterza"シリーズの一冊として新たに出版された1992年
の第7版を底本として用い，引用に際しでも特に断りのない限りこれに拠ることに
する。その序言及び書誌データによると， 1987年に初版が“CoIlezionestorica"シリ
ーズの一冊として出版され，その後徴修正を重ねつつ， 1992年に第6版が“Manuali
Laterza"シリーズの一冊として出版されたという。新シリーズの初版を第2版と数
える立場もありえようが，ここでは，初版から通算していくというブレトーネの序
文での立場に従いたい。本書は後も順調に版を重ねており， 2000年に刊行された
Bretone， IDSの著者紹介によると， 2000年に第12版を重ねている。なお， ICCUデ
ータベースや“Labeo"誌によると， 1992年以降，同書の大改訂は認められていない。
4一一第13巻3・4号
手が果たす機能，古代法としての比較の視点などを含むものであり，伝統的
なローマ法史記述とは別のアプローチとしての高い評価を国際的に得てい
(6 ) 
る。ちなみに筆者の問題関心にも共鳴するところ大である。
同書は，序文と13の章から構成されるが，まず第 1章において方法論的な
姿勢が明示された上で，続く 12章で具体的な諸論点が扱われる。その12章も，
第2章が十二表法を扱い，第13章がユースティーニアーヌス帝の法典編纂を
扱うということで，おおむね時代順に下って行く構成がなされている。しか
し，厳密な時代別編成がなされているわけではなく，あくまでこれらの諸章
は個別の論題を扱うかたちをとっている。以下が，同書本文の目次およびそ
の試訳である。
序文 Prefazione 
第1章法と歴史 Dirittoe storia 
1 .事実，制度，問題としてのテキスト Fatti， istituzioni， iltesto come 
problema 
2.文献史料と他の諸史料 Fonti letterarie e altre fonti 
3.視座の選択とローマ法学の「教義学的核心JLa scelta della pros-
pettiva e il<:nucleo dogmatico:> della romanistica 
4.いかなる意味での法史か? In che senso una storia giuridica ? 
5.古代の現象としてのローマ法 Il dirito romano come fenomeno 
antico 
6.他の諸文化 Altreculture 
( 6 ) まず， JRS， 79 (1989)， 192 f.でのロビンソン Robinsonの書評， SZ， Rom.Abt 
107(1990)，610-615でのベンケ Benkeの書評を参照。なお，すべての反応が好意的
なわけではないが，同書のローマ法学界へのインパクトと，その評価をめぐる議論
については後で整理して述べることにしたい。同書の紹介文によれば， ドイツ語と
ボルトガル語への翻訳がなされており，そのドイツ語訳も， 2版を重ねている
( Geschichteぬ γ伽 ischenRec愉 -Vi側 d開 A哨昭開 biszu ]l協伽i抑制加-
chen， 1992'-19982))。残念ながら，ポルトガル語訳の書誌データは未入手。
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第2章 「古代の法律」と伝統の意味 Le くleggiantiche:> e ilsenso della 
tradizione 
1 .パナティウスからキケローへ一一「人聞の社会にはいくつかの段階が
(7) 
あるJDa Panezio a Cicerone:くparecchisono i gradi della 
societa umana:> 
2.世界支配と政治体制一一ーポリュビオスによる「十二表法Jの暗示? 1 
dominio del mondo e la costituzione politica: un accenno di 
Polibio alle XII Tavole? 
3.十二表法と「古代のイメージJLe XII Tavole e l'くimmagine
dell'antico:> 
4.法的研究と文献学的・古代学的研究 Ricerca giuridica e filologico-
antiquaria 
5.歴史的距離と距離の廃棄Distanzastorica e abolizione della dis. 
tanza 
第3章古代の経験における慣習と法律 1costume e la legge nell'espe-
nenza arcalca 
l.類型論 Tipologia
2.古代法における「法律」についての若干の聞い Alcune domande 
sulla くlegge:>nei diriti antichi 
3.十二表法と成文性 Le XII Tavole e la scrittura 
4.ギリシアの刺激 L'ispirazione greca 
5.変化のメカニズム 1 meccanismo del mutamento 
6.諸形式の「明白な証拠J一一私的自治と訴訟 L'くevidenzasensibile:> 
delle forme: autonomia privata e processo 
7. r農民の法典jか? Un <codice di contadini:>? 
( 7 ) Cic. De of. 1， 17， 53.“Gradus (autem) pl町essunt societatis hominum."邦
訳は『キケロー選集』第9巻(岩波書底， 1999年)160頁所収のキケロー『義務につ
いてj高橋宏幸訳に拠った。 Cf.Bretone， SDR， p.39. 
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第4章祭司と解釈者 Sacerdotie interpreti 
1.神官の秘密 1配，gretopontificale 
2.ある「象徴の言葉J Unaくlinguadi segnC> 
第5章形式主義を越えて Oltreil formalismo 
1.農民と商人 Contadini e mercanti 
2.商業の法 1 diritto commerciale 
3.競技のルール Le regole del gioco 
4.法務官と告示 1 pretore e l'editto 
5.名誉法 I郎 honorarium
第6章貴族的専門職 Unaprofessione aristocratica 
1.俗人法学者 1 giureconsulto laico 
2.法，哲学，自由諸学芸 Diri仕0，filosofia e a此iliberali 
3.口頭的姿勢 Atteggiamento oracolare 
4.保護と方式書の草案 Custodia e invenzione di formule 
5.法律に対する警戒心 La di任idenzaverso la legge 
6.市民法学の伝統 La tradizione civilistica 
7 .脆弱にして持続的なテキストたる告示 L'edi枕0，un testo fragile e 
persistente 
第7章解答 1responso 
1.解答の実践と訴訟 Lapratica del responso e ilproce酒 0
2.口頭性と文章の形式 Oralita e forma letteraria 
3.方法論的プロフィール Profili metodici 
第8章法学者と元首 1giurista e ilprincipe 
1.権力の外交 La diplomazia del potere 
2.皇帝顧問会での議論Discussioninel consiglio imperiale 
3.立法者としての元首，告示，元老院議決 1 principe legislatore， gli 
edi枕ie i senatoconsulti 
4.指令と裁決 Rescrittie decreti 
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5.新しい権力? Un potere nuovo? 
6.帝国規則と法学 Normativa imperiale e giurisprudenza 
第 9章公的行政，教育，学派 L'amminis住azionepubblica， l'insegna-
mento， lescuole 
1 .帝国の巨大な有機体 Immensum coゆ協 imterii
2.経歴 Carriere 
3.師匠と弟子 Maes凶 ealievi 
4. r哲学者jたる法学者 1 giurista <filosofo:> 
第10章文献の諸形式Leforme let民rarie
1 .問題のある文献 La letteratura problematica 
2.註解と他の著作 Commentari e al仕iscri凶
3.新しい関心 Interessi nuovi 
第11章 ひとつの技術の諸様式 1modi di una tecnica 
1 .集団的事業と個々人の役割Ij L'opera collettiva e i singoli attori 
2.古い道と新しい道 Strade vecchie e nuove 
3. r事例」と問題 1くcaso:>e ilproblema 
4.準則はいかに形成されるか Come si forma una regola 
5.時を越えた対話Dialoghifuori del tempo 
6.言葉への配慮 La cura per le parole 
第12章 自然法的諸理念Leidee giusnaturalistiche 
1 .偉大な象徴 1grandi simboli 
2.学者の同意と「国民の同意J1 consenso dei sapienti e ilくconsenso
dei popoli:> 
3.真実と外観 Verita e apparenza 
4.市民法的衡平と白然的衡平 Aequitas civilis ed a昭uitasna初γαlお
5. r正しい法律JLaくleggegiusta:> 
6.人聞の共同体を越えた法 1dirito oltre la communita degli uomini 
第13章法典化された古代末期の法 1dirito codificato tardo却 ltico
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l.絶対主義と立法 Assolutismoe legislazione 
2.リーガリスティックな心性 Una mentalita legalistica 
3.文献の変遷 Le vicende della letteratura 
4.書物としての法典と，立法テキストとしての法典一一私撰法令集とテ
オドシウス法典の編纂 1 codice come libro e come testo legisla-
tivo: raccolte non uficiali e codificazione teodosiana 
5.蛮族王たちの「法学JLa <:sapienza giuridica> dei re barbari 
6.ユースティーニアーヌス法典の編纂 La codificazione giustinianea 
7.新勅法と，その古典古代世界との関係 Le Novelle e ilrapporto con 
il mondo classico 
8.体系と時間 Sistemae tempo 
9. r簡素な法律Jというユートピア L'utopia della <:legge semplice> 
以下では，まず本書の内容を便宜的に三区分して，第1章:法学と歴史学
の方法論的問題(同書第1章)，第2章:共和政末期までを中心とする諸論題
(同書第2章から第 7章)，第3章:元首政成立以降を中心とする諸論題(同
書第8章から第13章)として紹介・検討する。その後，本稿第4章では，欧
( 8)
米の学界による同書の評価とその後の議論を扱う。なお， rローマ法史』にお
いてもすでに明白に見られた立場であるが，歴史認識一般の問題について近
年さらに積極的に発言を続けようとし，歴史に軸足をおくブレトーネのスタ
ンスについては，異論も提示されているようなので，第4章ではそのあり方
(9 ) 
も併せて学界動向的に取り上げてみたい。
(8 ) ただし，元首政成立前後という区分は，あくまで便宜的なものである。例えば，
第11章第5・6節での議論において，古典期の法学者を直接に検討しながら，彼らが
拠って立っている共和政末期の法学者による議論がプレトーネの重要な検討対象に
なっていたりする (Bretone，SDR， p. 309-321)。ここで扱われる法学者の解答のな
かでは，文字通り「時を越えた対話」が行われているのである。
(9) 例えば，“Labeo"誌上において取り交わされた，べーレンツ Behrendsとプレ
トーネとの議論 (Labeo43(1997)， 187-201; 44(1998)， 26-60，459-462)は，ベー レ
ンツがプレトーネのスタンスを「ディレッタント (Diletant，diletante) Jのそれと
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(未完)
(付記)引用に際しての略号については，一部ブレトーネの業績一覧に付記
したが，他のものについては本稿完結時にまとめて表示する予定である。
示唆したことに関連する。
